モンゴル視察団（7月1日〜8日）報告
参加者：山村、長谷川、西前、市川、中川、岸本、鈴木

ホスト：藤田、前川、ナチン、上村、石井
7月1日　モンゴル到着

　視察団一行は夕方に首都ウランバートルのチンギスハーン空港に到着し、ホテル入り後、夕食を取った。夕食後、ホテルのテレビのモンゴルの放送で、市内中心部の国会議員選挙後の争乱状態が放映されており、ホテルの高層階からは市内一部に火の手が見えたそうである。国会議員選挙前より後の方が落ち着いているだろうとのことで選挙後の日程にしたが、かえってトラブルに出会ったようである。

7月2日　鉱山、酪農ファーム訪問

　昨晩の騒動により本日より4日間の非常事態宣言が出されたとのことで、市内中心部の一部が午前8時まで外出禁止となり、その交通混乱で、手配した車がなかなか来なかった。先に来た車で半分が出かけ、残りは後から来た車ででかけた。2台は合流予定であったが、後から来た車が途中で急にタイヤを交換するといい、それに1時間以上かかり、タイヤ交換後そのタイヤ（左前輪）が走行中にはずれ（事故にならなかったのが幸いであった）、再度交換後にガス欠になるなどトラブル続きで、2台が合流したのが午後1時半であった。非常事態の内容は、市内中心部の午後10時から午前8時までの外出禁止、公営放送以外のテレビ・ラジオの放送禁止（外国の放送はなされていた）。ウランバートルでのアルコール販売・提供の禁止などで、我々の宿泊ホテルは外出禁止地域外でもあり、アルコール禁止以外は影響が小さかった。騒動では、700名以上が逮捕され、5名が死亡（交通事故2、射殺2、二酸化炭素中毒1）であった。地球研では対策本部が作られた。

　昼食後、酪農ファーム、ウルデリンフェルムを訪れ、聞き取りを行った。（記録者：市川昌広）

・牧畜部門の責任者に話を聞く

・有限会社で10人が働く。

・全部で140頭の種牛、子牛を含めて牛がいる。肉牛はなし。

・牛乳は48頭の牛からとる。1トン/日以上とれる。冬は25リットル/頭、夏は17リットル/頭。車でUBまで運び売る（800トゥグリク/リットル）。

・牛を15-20頭/年売る。65万/頭

・ジャガイモは去年10ヘクタールで200トンとれて、売った。30万トゥグリク/トンで売った。

・17ヘクタールの飼料栽培地あり。

・100ヘクタールの種まきした牧草地あり。種はスロバキア人研究者が持ってくる。

・ここは1992年に設立され、100ヘクタールの牧草地、17haの資料栽培地、10haの野菜栽培地で計127haある。ソム役場に登記して60年の保有権を得ている。7000トゥグリク/haの税を払う。

・収入は年700万円前後。

・カザフ牛が23頭いる。乳量は15、16リットル/頭。ホルスタインは25頭、17-24リットル/頭。

・ここはもともとは湿地でデコボコな所をトラクターで整地して造成。

· 搾乳は機械で行っている。手作業だと1人15頭が限界であり、また、衛生問題もあるので。

その後、カナダの鉱山会社を敷地の外から見学した。この会社は、当初5年間は免税で採掘できた。現在は法律が変わり、免税はなくなったそうである。政府と議会と外資の間で権益と開発許可条件をめぐって延々と論争が続いており、今回の国会議員選挙はその意味でも国際的な注目を集めていたそうである。
7月3日　森林ステップのアンケート調査を予定しているエルデネ・ソムを訪問

（１）エルデネ郡役場での聞き取り調査

自然環境監察官ドンドグマー

1 ソムの特徴について

森林の割合がおおきく、ソムの総面積80.3万haのうち、56.3万haを森林が占める。また、ウランバートルからの距離が72kmと首都にちかく、幹線道路が通るなど、インフラが整備されている。５つのバグから構成される。家畜頭数は、ソム住民所有の家畜が10万８千頭、UBにある会社や組織所有の家畜を入れると12.6万頭になる。ツーリストキャンプが60（営業は40）ある。わき水のある保養地もある。

②　住民の転出転入

人口は3600人。おもに西のオブス、ザブハン、ゴビ‐アルタイ、ホブドの各アイマグから転入して来るが、南のドンドゴビからの転入もある。転入は年120人くらいで、UBなどに同じくらい転出するので、人口はつりあっている。中央に近いソムなので、生活水準や文化的条件もよく、職もあるので、人口が減少することはない。社会主義時代からの世帯数の80％は残っている。ただ、人口の実態は、籍があっても短期労働者として別の場所に働いている場合もあるので、完全には把握できない。

③　税収

税収は、ソムの税である地方税、アイマグ税、国税の3種類あり、税収の総額は、4600万トゥグルグである。そのうち3000万トゥグが地方税である。

④　自然環境監察官の仕事について

森林をその重要性にもとづき3つに区分し、森林を不法に伐採した場合、最も貴重な第1種森林では、木材にして1m3ごとに、6万8千トゥグ、第2種では4万4千トゥグ、第3種では、3万2千トゥグの罰金を科すとともに、車両など伐採や運搬に使われた機材を没収する。

（２）GPS取り付け世帯の選定

ソム役場から案内人としてソム議会事務長のガンゾリグ氏(携帯99637315)に同行してもらい、GPSを家畜に取り付けてもらう世帯を探した。第1バグの世帯であることという条件が伝わっておらず、最初第5バグのゲルに行ってしまったが、ナライハに近いエルストという場所に夏営するテレイ氏とその近くのツェレンバト氏から承諾を得ることができた。

山村・藤田・長谷川・バトボヤンは、別件のため、エルストからＵＢに帰還した。

7月5日の作業（上村・バトボヤン）

（１）羊番日誌作成

日付、天候・羊番の名前の記入欄および通常とことなるヒツジの移動や作業（ウマ・ウシについてもここに記入する）について特記する欄のある、見開き２ページの羊番日誌を３か月分印刷して冊子２部を作成した。

（２）GPS取り付け作業

つぎの２世帯の夏営地等に出向き、ＧＰＳ計６台を家畜に取り付け、羊番日誌とともに、謝金(１．５か月分６万トゥグ)を手渡した。また、８月中旬にナチン氏が訪問して点検を行うことを伝えた。

同行のバトボヤン氏や運転手、相手の牧畜民から、ＧＰＳの袋や紐の耐久性について疑問がつぎつぎと提出され、ＧＰＳをつけてもらった世帯の創意で、耐久性のある素材を使ったものに適宜取り替えてもらい、それにかかった経費は８月のナチン氏訪問の際に精算することとした。

①テレイ氏(カザフ人) 携帯番号：99173254、ゲルの位置：N47°46'45.82"
E107°27'56.50"

ヒツジ２頭、ウシ２頭にGPSを取り付けた。ヒツジは、角のあるものを選び、角の間に固定した。

ウマは、冬営地の周辺に放牧されているので、トーラ川対岸の山の中腹にある冬営地の囲いにウマを集めてもらい、そのうちの２頭のたてがみにＧＰＳを固定した。冬営地はテレイ氏の妻の父（スルタンモラート氏）が守っている。通常であれば、トーラ川を渡ることができ、夏営地と冬営地の直線距離は離れていないが、数日の雨で川が増水していたため、テレルジに向かう道路にかかる橋までもどり迂回することになった。テレイ氏の冬営地の位置は、N47°52'22.87", E107°31'14.24"である。

②Ts・ツェレンバト 携帯番号：88999482、夏営地位置：N47°47'28.95"
E107°27'19.11"
テレイ氏の夏営地に帰ってきたあと、そこから幹線道路をはさんで遠くない場所に夏営していたツェレンバト氏のゲルに、ヒツジ２頭のＧＰＳ取り付に行った。ここは、もともと家畜数が少ないのにくわえて、主人のツェレンバト氏が最近交通事故にあったということで、家畜を処分したらしく、ヒツジは１頭しか残っておらず、ヒツジ1頭とヤギ1頭にＧＰＳを取り付けた。（以上、エルデネの記録は上村）

7月4日ガチュールト訪問

　柵を設けて草原の刈り取り実験を行い、新たに気象モニタリングを行う、ウランバートルから東のガチュールトを訪問した。初めに横綱の柵に行き、カラマツ林とそれに接した草原のモニタリングサイトを見学した。次に、より奥にある旧国営カシミヤ企業（ゴビ社）の保養地に行き、柵内の開花植物を観察した。昼食後、ウランバートルに戻り、ヌフトホテル裏に良く残っている常緑針葉樹林（5葉のPinus sibirica、3葉のPinus sylvestris、Picea obovata）を観察した。ヌフトホテルは昔の迎賓館とのことで、そのため森林が残ったのだろうか。雨が続いたためかヌフトホテル裏の小川は水かさがいっぱいであり、常緑針葉樹林内の林床からはパイプ水が地表に溢れていた。本日からJAMSTECの鈴木さんが合流した。

7月5日〜6日バヤンウンジュール・ソム訪問

　バヤンウンジュール訪問後、はじめにソムセンターでソム議会議長のAriuntuyaさんにソムを紹介してもらった。ソムの面積は479万ha、人工は2600人、世帯数630（この数字だと人口密度は1km,平方あたり0.06を下回るので面積は47.9万haではないか）。1973年にバヤンバラート・ソムとウンジュール・ソムが合併してできた。1994年にソムセンターが鉱害を避けるため今の場所に引っ越した。9年制の学校があり学生は200人。家畜は17万4千頭。ウマが多く全国のソムで50位。病院は24人収容できる。バグは３。ツーリストキャンプは4あり、地元の経営が3で、1はドントゴビの人の経営。もとのソムセンターの場所にはソヴィエトと共同開発したタングステン鉱山があり、1973年？以来休止していたが、中国と合弁で再開発の予定である。国連の沙漠化プロジェクトが動く予定である。年20人の移出入があり、ウランバートルに出て行く人とゴビから来る人で釣り合っている。ソムセンターの人口は現在夏休みで学生がいないので100人。学生宿舎は64人収容。中央県に27群（ソム）あり、国会議員定数は4。非常事態宣言の影響はなく、いたって平穏。ソム議会の定数は26?で、ソム人口2000～8000が該当する。議員は兼業であるが、議長は専任。Ariuntuyaさんはもと学校の先生、学校に来ない子供は16人いるが、訪問教育を行っており、字の読めない子供はいない。ソムセンターの北側には草原が広がっているが、ゲルが見あたらないがという質問に対して、井戸がないからだであるとのことであった。なお、井戸は淺井戸、家畜に引かせる、機械で吸い上げなど方式はいろいろであるが、現在40が稼働している。

　次に、ヒツジとヤギにGPSの取り付けを頼んでいる遊牧民のMolomjamtsさんのゲルを訪問した。ウマ200、ウシ120、ヒツジ1500、ヤギ500がおり、ヒツジとヤギは一つの群れで扱っている。子供は5人で、一番上の長男は遊牧を継いでおり、近くでウマを扱っている。中の3人はウランバートルで会計士をやっている。一番下の娘はソムに残り、結婚して子供もいるが遊牧を手伝っている。遊牧の冬は3ケ月、風除けが重要である。春は出産の時期で、2～4ケ月、風と水の関係で窪地など。夏は家畜の体力作りで、5～15回移動する。乾燥年は長距離移動するが、通常の移動は距離は短いが移動する回数が多いほど家畜はよく育つ。秋の長さは温度による。最近春が長くなってきている（まとまった雨の降る夏の来るのが遅くなったことを意味している）。家畜に良い草はモンゴル草と呼んでいる。一年草、二年草が優占する場所は良くない。灌木（Caragana microphylla）は乾燥してほかの草が出ない時でも葉をだすので良い植物であるが、近年減ってきている。乾燥と温暖化のためではないか。砂漠化のためか（夏の？）移動距離が長くなり、200Kmは動いている。夏が暑いと500Kmは難しい。800Km移動したこともある。移動してよそのソム？に長期滞在すると（3カ月以上）期間割で税金を払う。その税金をなくすという遊牧民優遇策が検討されている。移動に伴うとら物は互いに認め合っているのでない。昔は2～3m掘れば井戸が出たが現在は10m掘っても出ないことがある。家長がすべてを決めるので、勤勉で、判断力が重要である。

　最後に、ウマにGPSをつけてもらった長男のゲルを訪問し、その様子を見せてもらった後、冬営地を見学してからツーリストキャンプに行き、夜遅くなりましたが、ヤギ料理を食べました。
　6日は移動中に昔のソムセンターを見てから塩湖（例年になく大きくなっているそうである）に行った。湖から見える岩山はいわれがあり、名前を言うと不吉と、また女性は中腹までしか登れないとのことであった。ナチンさんの柵と冬営地を見学後、昼食を取って、ウランバートルに戻った。ソム議会の議長さんには最後まで行動につきあってもらった。

7月7日ウランバートル市内見学

　午前に、自然史博物館、歴史博物館を見学し、午後に市内を一望できるザイサンの丘（第二次世界大戦戦勝記念）を見学してから、フェルトの店、対面販売のバザール、百貨店を訪れた。

7月8日　帰国

　早朝便とのことで午前4時に集合したが、空港へ向かう車がなかなか来ない。トラブル発生とのことでタクシーに分乗して空港に向かい、飛行機は予定通り出発で、無事帰国した。

最後に

　今年のウランバートルは6月中旬までは雨がなかったのですが、それ以降雨が続いて視察団訪問時には緑のモンゴルになっていました。本当は乾燥地のゴビまで見てもらうと良かったのですが（もっともゴビもまとまった雨の後は緑になりますが）、限られた日程とはいえ参加された他の班の人にはモンゴルについてのイメージが一定程度でき、有意義な交流であったと思います。今後の山村プロジェクトの活動に生かせて行ければと思います。

藤田昇

